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 私は、電子ジャーナルプラットフォームである J-

STAGE、その J-STAGE に登載された論文にひも付い

たデータのリポジトリである J-STAGE Data、そしてプ

レプリントサーバーの Jxiv を担当する部署に所属して

います。J-STAGE Dataは現在利用促進を図っていると

ころですが、本日はどのように使われているか、現状

とライセンスを中心にご紹介します。 

 

J-STAGE 事業と J-STAGE Data の概要 

 J-STAGE 事業は 1999 年にサービスを開始し、2023

年 11 月現在約 3,900 誌のジャーナル、約 560 万の記事

を公開しています。国内の学術誌の情報発信のために

運営しており、オープンアクセスの推進を目指し、日

本の学協会における科学技術刊行物の発行を支援して

います。 

 J-STAGE Data は、J-STAGE 登載の研究論文に関連す

るデータを公開するデータリポジトリとして、2020年

3 月にサービスを開始しました（図 1）。オープンサイ

エンスの世界的な潮流があったことに加え、データの

利用だけではなく、その公開は、研究公正的な面でも

（図 1） 
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再現性や検証の観点からも重要であると考えられたこ

とが背景にあります。現在 39 誌、600 弱のデータを、

Figshare というプラットフォームをカスタマイズし提

供しています。 

 J-STAGE と J-STAGE Data は相互リンクが貼られて

います（図 2）。また、登載データには論文から独立

したタイトルや DOI を付けること、データに二次利

用のライセンスを付けることもできます。 

 

J-STAGE Data へのデータ登載状況 

 図 3 はデータの登載状況です。2023 年 9 月のデータ

ですが、J-STAGE Dataに付与されたライセンスのうち、

CC BY で公開されているデータは 374 件でした。CC

ライセンス以外にもさまざまなライセンスで公開され

ており、GPL と MIT はソフトウェアのライセンスと

して使われているものです。J-STAGE Dataの中で一番

多いのは登載された記事に関するデータセットですが、

それだけではなく、解析プログラムや発表資料、フィ

ギュア、ソフトウェアなども公開されています。図 4

のようにさまざまなデータセット等が公開されており、

図 5 のようにアンケートの結果も再利用可能な形で公

開されています。 

 利用状況としては、月間閲覧数が約 1 万 6,000 件、

月間ダウンロード数が約 4,000 件です。アクセス元は

日本と米国が多くなっています。また、外部サービス

の CiNii Research、Dimensions、Google Dataset Search 等

との連携により、J-STAGE Dataに登載されたデータが

検索できるようになっています（図 6）。 

 

J-STAGE Data の目指すところ 

 J-STAGE Dataはデータポリシーを策定し、どのよう
（図 2） 

（図 3） 

（図 4） （図 6） 

（図 5） 
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なデータをどのように載せるべきか、取り扱いに関す

る基本方針を示しています。これは研究データ利活用

協議会（RDUF）の研究データライセンス小委員会に

よる「研究データの公開・利用条件指定ガイドライン 

ver.1.0」を参考に定めたものです。その主な内容とし

ては、データの公開・非公開、留意すべきデータ公開

の制約があります。また、研究データの中には、内容

によっては一定期間公開しない方がよい種類もありま

すので、エンバーゴも設定できるようにしています。 

 J-STAGE Data は、J-STAGE 登載誌の研究論文の根拠

データを公開する場です。J-STAGE Dataで公開される

データは論文にひも付きますので、ジャーナルの編集

委員会で査読・確認されたものが公開されていること

になります。研究コミュニティで確立されたデータリ

ポジトリがある場合には、そちらで公開し、J-STAGE

の記事をひも付けることもできますので、必ずしも J-

STAGE Data を利用しなければならないということで

はありません。また、J-STAGE には元々電子付録とい

う機能があり、論文に付随して音声などのさまざまな

データを添付することができます。電子付録とのすみ

分けですが、論文と独立してデータにタイトルとライ

センスを付けて流通させたい場合には J-STAGE Data

で公開することが望ましいと考えております。ゆくゆ

くは研究データ自体が評価されることにつながればよ

いと考えております。 

 

J-STAGE Data 収載に際して 

 J-STAGE Dataに収載するメリットは、メタデータ、

DOI、CC ライセンスを、論文とは独立して付与でき

ることにあります。論文同様、データについても査読

を経て公開する流れとなっています。アップロードす

る際には、図 7 のようなメタデータを付けて公開する

ことになります。 

 登載する研究データのライセンスについては、J-

STAGE Data では定めておらず、発行元である発行機

関や学協会が適切に選択して公開するようご案内して

おります。このライセンスにするように、と定めてい

るところ、どのライセンスにするかは定めておらずこ

の中から選択するように、と投稿規約で定めていると

ころ、特にポリシーを定めていないところなど、現状

ではさまざまです。どのようなライセンスを付けたら

よいのかという質問も頂きますので、その場合にはア

ドバイス等を行っているケースもございます。 

 

今後の展望 

 J-STAGE Dataについては、現在、総合科学技術・イ

ノベーション会議（CSTI）の指定するメタデータ共

通項目に対応し、NII 研究データ基盤（NII RDC: NII 

Research Data Cloud）にメタデータを連携させる準備

（図 7） 

（図 8） 

（図 9） 
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を行っているところです（図 8）。図 9 は参考資料とな

ります。連携によりわが国における研究データの管

理・利活用の推進を目指しています。 


